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 追加接種（3回目接種）について 
　下記の送付時期に順次クーポン券（接種券）を発送します。お手元に届くまで、今しばらくお待ちく
ださい。

1回目・2回目の接種（ファイザー・モデルナ）について 
　1回目・２回目の接種は、1２月以降、規模を縮小して実施しています（詳細は市 HP参照）。
　新たに1２歳になった方の接種を優先して受け付けますが、それ以外の方の予約も可能です。接種を
ご希望の方は、お早めにご予約ください。

新型コロナウイルスワクチン接種
1016336ID 問日野市新型コロナウイルスワクチン接種相談・予約センター（相談…☎01２0-950-73４、

予約…☎01２0-950-391※土曜・日曜日、祝日を含む午前9時～午後6時）

※11月18日時点の情報です。最新の情報は市 HPをご確認ください

対　象 新型コロナウイルスワクチンを2回接種した18歳以上の方

送付時期 2回目の接種日から8カ月後の日が属する月の前月末までに送付（予定）

予約方法 1回目・2回目と同様、インターネットまたは電話で予約

　地域の困りごとを地域の皆で助け合い、支
え合うためにはどうしたらいいのでしょう。
地域で活動するきっかけとなる講演会を開催し
ます。
日 1２月7日㈫午後1時～3時場①イオンモール
多摩平の森3階イオンホール②Zoomによるオ
ンライン講萩原なつ子氏（立教大学社会学部・
大学院２1世紀社会デザイン研
究科教授）定申込制で先着①
②各50人他手話通訳あり申

日野市社会福祉協議会（☎0４
２-58４-1２9４‌ FAX 0４２-58２-00
8２）へ電話またはファクス

　今年は「ひのうまいもん大図鑑」を活用した
新たな取り組みとして、掲載店の中から参加
の申し込みがあった店舗を対象としたデジタ
ル形式のスタンプラリー（要スマートフォン）
を開催します。
日 1２月1日㈬～２8日㈫内店舗を巡ってスタンプ
を3個集めるごとに、日野市に関連した景品が
当たる抽選に応募可。参加店舗数は４7店舗。
専用ページにアクセスし、
ニックネーム、性別、郵便
番号を登録後参加他同大図
鑑（冊子）は市役所3階産業
振興課、七生支所、豊田駅
連絡所などで配布

日 1２月～3月（全1２回）。複数コースあり。いず
れも午前9時４5分から場旭が丘地区センター、
百草台コミュニティセンター、七生台地区セン
ター、南平西部地区センター内心身の活力低
下状態（フレイル）予防のための基礎知識の習得、
摂食嚥

えん

下
げ

や筋力を高める体操対要介護・要支援
認定を受けていないおおむね65歳以上の市内在
住者※介護予防教室「ゆっくりコース」に参加の
方はご遠慮を申〒191-006２多摩平3-1-13ひの
社会教育センター（ FAX 0４２-581-06４7‌ ppk@
hino-shakyo.com）へEメール、ファクスまた
は 往復はがきで。会場、氏名、生年月日、住所、電
話番号、ファクス番号を記入※申し込みは先着
順

　「ごみをきちんと分別しよう」「食品ロスを
減らそう」など、ごみ減量をテーマにした作品
が小・中学生から４４1点寄せられました。ポス
ターは1２月２日㈭まで市役所1階ロビーで展示
しています。

 入賞者（敬称略）
▶最優秀賞小学生の部…横瀬莉奈
（仲田小４年）、同中学生の部…岸田
陽葵（一中２年）▶優秀賞小学生の部
…坂本実優（南平小４年）、壬生ちひ
ろ（東光寺小5年）、若林優奈（三小6
年）、同中学生の部…山本佳奈（一
中２年）▶佳作小学生の部…畔上栞
（仲田小４年）、小杉結咲（仲田小４
年）、小谷田夏希（豊田小1年）、同
中学生の部…赤井湊（一中２年）

日野市生活支援体制整備事業講演会
戦略的おせっかい
～あなたの“おせっかい”で
地域を笑顔に！

ひのうまいもん大図鑑
スタンプラリー

介護予防教室
「しっかりコース」

令和3年度
「ごみゼロ大作戦!! ごみ減量
ポスター」入賞者を発表

1018358ID 問うまいもん大図鑑制作委員会
事務局（産業振興課☎‌0４２-51４-8４37）

1003643ID 問ひの社会教育センター（☎0４２-
58２-3136）、市高齢福祉課（☎0４２-51４-8519）

1009657ID 問ごみゼロ推進課（☎0４２-581-0４４４）
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1018481ID 問高齢福祉課（☎0４２-51４-8４96）

▲萩原なつ子氏

▲ スタンプラリー
ロゴが目印

 さまざまな人権問題について考えよう 
■女性の人権を守ろう
セクシュアル・ハラスメントやマタニティー・ハラ
スメント、家庭や職場における男女差別、配偶者・
パートナーからの暴力などの人権問題が発生してい
ます。
■子どもの人権を守ろう
いじめや体罰、児童虐待、児童買春などの人権問題
が発生しています。
■高齢者の人権を守ろう
高齢者に対する就職差別のほか、介護施設などにお
ける身体的・心理的虐待などの人権問題が発生して
います。

■障害を理由とする偏見や差別をなくそう
障害のある人が職場において差別待遇を受けたり、
店舗でのサービスなどを拒否されるなどの人権問題
が発生しています。
■同和問題（部落差別）を解消しよう
同和問題に関する偏見や差別意識から、結婚におけ
る差別、差別発言、差別落書きなどの人権問題が依
然として存在しています。
■性的指向や性自認を理由とする偏見や差別をなくそう
性的指向や性自認に関する少数派の人々への根強い
偏見があり、社会生活のさまざまな場面で人権問題
が発生しています。

 夜間人権ホットライン 1018320ID 問東京都人権プラザ相談室（☎03-67２２-01２４、☎03-67２２-01２5）
　人権侵害や日常生活の法律問題について、弁護士が相談をお受けします。個人の秘密は厳守します。
日 1２月6日㈪午後5時～8時※一人当たり10分程度内相談電話（☎03-67２２-01２7）※相談費用無料。通話料有料

　これら以外にもさまざまな人権問題が存在します。すべての人々の人権が尊重される豊かで安心で
きる成熟した社会の実現を図るため、こうした問題への関心と理解を深めていくことが必要です。

　昭和２3年（19４8年）1２月10日の第3回国際連合総会において、基本的人権および自由を尊重し、確保
するために、世界のすべての人々とすべての国々とが達成すべき共通の基準として「世界人権宣言」が
採択されました。
　1２月４日～10日の1週間は人権週間です。この機会に人権について考えてみませんか。

1010510ID 問平和と人権課（☎0４２-58４-２733）

第73回人権週間
みんなで築こう　人権の世紀　考えよう　相手の気持ち
未来へつなげよう　違いを認め合う心
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